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十月になると、雷がすっ ともあれ、この十月は
ノ/

かり消えることから「雷無 「日本の秋」といわれるほ 体お食

月」が転計七して「かみなづ ど、天高く澄み、いろいろ 力お欲

き」になったとか、また、万 な食物に恵、まれ一年中でい を い の
うまいし、 かな ちばんよい季節といわれて

養に

葉集に 「味飯を水lこ醸み成 い食秋

し 」とあり、新穀によ
います。 ま べ/

り酒をかもす醸成月の意で

し // 

あるともいわれています。
よ... 
つ
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た
す
け
あ
っ
て

む ら

羽根

月

おお

赤

市政だより

み
ん
な
で
「
赤
い
羽
根
」
を
も

っ
と
大
き
く
育
て
よ
う
.
恵
ま
れ

な
い
人
た
ち
に
お
年
玉
を
.
地
域

の
福
祉
を
た
か
め
る
た
め
に
共
同

募
金
.
か
、
こ
と
し
も
川
月

l
目
よ

り
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
公
や
け
の

社
会
福
祉
の
仕
事
は
、
園
、
県
.

市
町
村
の
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
ま

す
が
、
民
間
社
会
福
祉
事
業
に
は

寄
附
金
が
必
要
で
す
。
こ
の
民
間

社
会
福
祉
事
業
を
も
り
た
て
て
一

年
に
一
度
お
こ
な
う
の
が
赤
い
羽

根
共
同
募
金
で
す
。
大
村
市
共
同

募
金
支
会
で
も
各
町
総
代
の
方
を

通
じ
て
、
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か

い
善
意
と
ま
ご
こ
ろ
を
お
ね
が
い

し
て
お
り
ま
す
。

施
設
で
幸
う
す

い
日
々
を
送
っ
て
い
る
人
た
ち
の

た
め
に
、
ま
た
大
村
市
の
福
祉
を

向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
の
運
動

を
正
し
く
理
解
じ
て
い
た
だ
き
、

ご
力
協
を
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
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10月6日

10月15日

秋
の
交
通

安
全
運
動

わ
が
国
は
自
動
車
の
生
産
は
米
国

に
次
い
で
世
界
第
二
位
、
い
ま
や

世
界
的
な
自
動
車
王
国
に
な
り
ま

し
た
.
経
済
力
の
上
で
は
喜
ぶ
べ

き
こ
と
で
す
が
、
自
動
車
の
普
及

激
増
に
伴
っ
て
痛
ま
し
い
記
録
も

伸
び
て
い
ま
す
。
交
通
安
全
は
人

と
車
が
つ
く
る
も
の
で
す
。
歩
行

者
も
運
転
車
も
、

市
民
こ
ぞ
っ
て

つ
ぎ
の
こ
と
を
心
が
け
、

交
通
事

故
の
な
い
明
る
い
ぺ
村
市
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

マ
歩
行
者
の
心
得

①
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

②
横
断
歩
道
を
渡
る
前
に
も
う
一

度
左
右
を
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。

①
ど
ん
な
に
急
い
で
い
る
と
き
で

も
い
き
な
り
道
路
に
飛
び
出
す
こ

と
は
や
め
ま
し
ょ
う
@

①
車
道
に
は
絶
対
に
子
供
を
遊
ば

せ
た
り
遊
ば
な
い
よ
う
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

①
小
さ
い
子
供
の
一
人
歩
き
は
危

険
で
す
必
ら
ず
右
手
を
し
っ
か
り

引
い
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。

V

運
転
車
の
心
得

①
酒
飲
み
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う

②
わ
き
見
運
転
い
ね
む
り
運
転
は

や
め
ま
し
ょ
う
・

③
む
り
な
追
越
し
ス
ピ
ー
ド
の
出

し
す
ぎ
を
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う。

①
車
に
乗
る
前
に
は
必
ず
車
の
点

検
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

①
ダ
ン
プ
カ
ー
や
貨
物
自
動
車
は

荷
物
の
積
み
す
ぎ
や
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
す
ぎ
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ト
」
血
友
ノ
。

@
自
転
車
は
道
路
の
左
端
を
一
列

に
正
し
く
安
全
に
乗
る
よ
う
し
ま

し
ょ
う
。

…
秋
期
一
斉
大
掃
除
…

世
紀
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
と
い

わ
れ
る
長
崎
国
体
が
愈
々
目
前
に

迫
り
ま
し
た
.
乙
の
大
会
に
は
一

三

O
O名
近
く
の
宿
泊
者
と
数
千

名
の
見
学
及
び
応
援
の
人
々
が
全

国
か
ら
こ
の
大
村
市
を
訪
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
e

白、、

遠
来
の
お
客
さ
ん
は
、
親
切
で

風
光
明
眉
な
大
村
市
に
旅
路
の
疲

れ
を
い
や
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。

な
か
で
も
、

清
潔
で
き

れ
い
な
情
景
は
必
ず
や
人
々
の
心

を
と
ら
え
、

後
々

の
語
り
草
に
な

る
も
の
で
す
.

そ
こ
で
市
で
は
。
刊
月

9
日
よ

り
叩
用
問
日
ま
で
の
一
週
間
を
市

内
秋
季
一
斉
大
掃
除
期
間
と
定
め

、
き
れ
い
な
街
づ
く
り
の
総
仕
上

げ
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。
具
体
的
な
掃
除
の
要
領
は、

各

町
務
連
絡
員
の
皆
さ
ん
を
通
じ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
各
町
内

、
各
家
庭
、
各
職
場
に
お
か
れ
て

は
期
間
中
の
適
当
な
日
を
選
び
、

一
斉
に
大
掃
除
を
実
施
し
て
い
た

だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

一
コ
レ
ラ
を
未
然
に

J

-
防
止
し
ま
し
ょ
う
一

韓
国
に
お
け
る
コ
レ
ラ
の
流
行

に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
で
に
ご
承

知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
群

山
市
を
中
心
に
釜
山、

馬
山
な
ど

広
域
に
流
行
し
て
い
ま
す
。
交
通

機
関
が
発
達
し
交
流
が
盛
ん
な
我

が
国
に
も
、

菌
が
持
ち
込
ま
れ
る

危
険
性
は
充
分
に
考
え
ら
れ
ま
す

死
亡
率
が
高
く
重
駕
な
症
状
を
表

， I ~.. ， ，， 

わ
ず
コ
レ
ラ
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
お
互
い
が
次
の
事
柄
に
充

分
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
・

ト

密
入
国
者
を
防
ぐ
た
め
、
挙

動
不
審
者
を
発
見
し
た
場
合
は

直
ち
に
警
察
文
は
保
健
所
に
届

け
出
る
こ
と
。

つレ

当
分
の
問
、
生
魚
は
で
き
る

だ
け
食
べ
な
い
こ
と
。

3

料
理
は
必
ず
煮
焼
し、

暴
飲

暴
食
を
し
な
い
こ
と
.

ι
食
器
、
調
理
具
、
食
品
等
の

洗
浄
に
海
水
を
使
わ
な
い
こ
と

FL

ク
レ
ゾ
ー
ル
、

逆
性
石
け
ん

等
を
使
っ
て
手
洗
い
を
充
分
に

行
な
う
こ
と
。

6

体
の
具
合
い
が
悪
い
人
は
調

理
を
せ
ず
、
早
く
診
察
を
受
け

マ
hv

こ
と
。

始
め
て
の
野
犬

薬
殺
実
施

最
近
特
に
野
犬
に
よ
る
農
作
物

.
家
畜
な
ど
の
被
害
が
相
次
ぎ
苦

情
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
野

犬
撲
滅
計
画
の
一

環
と
し
て
薬
殺

を
実
施
し
ま
す
。
飼
い
犬
は
必
ず

「
け
い
留
」
し
猫
な
ど
も
薬
殺
に

よ
る
被
害
が
な
い
よ
う
注
意
さ
れ

る
と
と
も
に
人
畜
に
事
故
が
お
き

な
い
よ
う
充
分
御
配
意
く
だ
さ
い

け
第

一
次
野
犬
薬
殺
実
施
期
間
及

び
区
域

昭
和
四
十
四
年
十
月
九
百
二
二
時

か
ら
昭
和
四
十
四
年
十
月
十
日
五

時
ま
で

!実 j
i施 t
i区:

i域 i

V

抗
出
津
郷
馬
場
先
波
止
周
辺

V

大
洋
食
品
大
村
工
場
内

(旧
農

産
化
工
場
)

V

陸
上
自
衛
隊
竹
松
部
隊
周
辺

向
第
二
次
野
犬
薬
殺
実
施
期
間
及

び
区
域

昭
和
四
十
四
年
十
月
十
七
日
一
一
二

時
か
ら
昭
和
四
十
四
年
十
月
十
八

回
五
時
ま
で!実 j

i施!
t区 i
!域{

V

県
立
大
村
園
芸
高
校
周
辺

V

国
立
大
村
病
院
構
内
及
び
周
辺

V

東
浦
町
内
周
辺

同
薬
物
の
種
類

硝
酸
ス

ト
リ
キ
ニ
ー
ネ

伺
毒
え
き
の
状
態

あ
げ
か
ま
ぼ
こ

マ
な
お
薬
殺
に

つ
い
て
は
市
が
条

例
に
も
と
づ
い
て
実
施
す
る
も
の

で
個
人
で
は
危
験
で
す
か
ら
自
由

に
出
来
ま
せ
ん

局句

/'¥ 
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し
尿
汲
取
り
料
金
が
改
訂

。
現
行
料
金

小
口
料
金
(
一
回
の
汲
取
料

が
一
八

O
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
場

合
)
十
八
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
二
十

三
円
。大

口
料
金
(
一
回
の
汲
取
料
が

一
八

O
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
場
合

)
十
八
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
十
八
円

で
す
が
十
一
月
一
白
か
ら
次
の

よ
う
に
変
り
ま
す
。

。
改
正
料
金

り

。
一
般
世
帯
(
家
族
数
十
人
以
下

)
 ア

、
従
量
制
料
金
の
場
合

十
八
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
二
十

八
円
。

ィ
、
人
頭
割
定
額
制
料
金
の
場

合
月
一
回
汲
取
り
が
基
準
で

一
人
月
五
十
六
円
。

の
二
本
建
料
金
制
と
な
り
、
何

れ
の
料
金
が
よ
い
か
、
希
望
し
て

決
め
て
よ
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。

おおむ市政だより

。

一
般
世
帯
以
外
(
事
業
所
等
)

は
従
量
制
料
金
で
十
八
リ
ッ
ト

ル
に
つ
き
二
十
八
円
。
た
だ
し

一
回
の
汲
取
り
量
が
三
六

O
リ

ッ
ト
ル
以
上
の
と
こ
ろ
は
犬

口

従
量
制
料
金
で
十
八
リ
ッ
ト
ル

(8) 

に
つ
き
二
十
二
円
と
な
り
ま
す

‘戸'

3

用
便
後
、
調
理
前
、
食
事
前

に
は
必
ず
手
を
洗
う。

ι
手
に
切
傷
の
あ
る
者
、
下
痢

を
し
て
い
る
者
、

風
邪
を
ひ
い

て
い
る
者
は
で
き
る
だ
け
調
理

し
な
い
。

5

食
品
ば
必
ら
ず
印
度
以
内
で

保
管
し
、
室
温
に
放
置
し
な
い

円。

布
き
ん
は
乾
燥
し
た
も
の
、

、
ま
な
板
も
時
々
殺
菌
し
乾
燥

さ
せ
る
.

-

魚
は
新
鮮
な
も
の
を
購
入
し

調
理
す
る
時
は
良
く
水
洗
い
を

す
る
.

日

刺
身
、
生
卵
、
奴
豆
腐
、
な

ど
生
物
の
食
品
の
鮮
度
、
取
扱

い
に
充
分
注
意
す
る
。

ト
料
理
は
残
ら
な
い
よ
う
に
し

、
そ
の
都
度
作
る
.
時
間
が
永

く
経
ち
危
険
だ
と
思
う
と
き
は

惜
し
ま
ず
捨
て
る
。

印
、
折
詰
、
会
食
料
理
は
そ
の
場

で
食
ベ
、

家
庭
に
持
ち
帰
っ
た

場
合
は
必
ず
火
を
通
し
て
食
べ

る
。

昭
和
四
十
四
年
度
秋
季

急
性
灰
白
髄
炎
の

予
防
接
種

該
当
者
生
後
三
ヶ
月
以
上
経
過

し
た
者
で
初
回
投
与
を
受
け
て
い

な
い
も
の

9

J 

も
の二一

回
目
投
与
カ工
済
ん
で

な
し、

⑥

料
金
無
料
で
す
が
、

昭
和
四

十
四
年
度
市
民
税
の
税
額
を
お
た

ず
ね
し
ま
す
の
で
、
必
ず
調
べ
て

き
て
く
だ
さ
い
.

ω注
意
、
つ
ぎ
に
該
当
す
る
乳
幼

児
は
投
与
前
に
医
師
と
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

ω発
熱
や
下
痢
を
と

も
な
う
急
性
疾
患
の
と
き

同
重
症
結
核
患
者
、
心
蔵
血
管
系

症
患
者、

病
後
衰
弱
者、

栄
養
障

害
者
的
種
痘
接
種
後
二
週
間
を
経

過
し
て
い
な
い
も
の
及
び
、

麻
し

ん
ワ

ク
チ
ン
接
種
後

一
ヶ
月
を
経

過
し
て
い
な
い
も
の

ω当
日
は
母
子
手
帳
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
.

実

施

程

日

日

13日
13日
14日
15日
15日
16日
16日
17目
17日

施

lO月
10月
10月
10月
10月
10月
10月
10月
lO月

実

萱 瀬出張 所
竹松本町公民舘
市立病院
松原出張 所
福重 H 

鈴 田 H 

三 浦診療 所
諏訪公民舘
市役 所

所場施実ェ;|
ら 間
三 は
時い
半 づ
まれ
でも

i| 、

( 
ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

マ
市
内
矢
上
郷
三
三
牟
田
邦
佐
義

さ
ん
は
亡
父
米
蔵
さ
ん
、

マ
森
園
郷
自
衛
隊
官
舎
七
号
田
原

澄
夫
さ
ん
は
亡
妻
洋
子
さ
ん
、

マ
松
並
町
四
丁
目
四

O
四
土
井
礼

子
さ
ん
は
亡
母

ハ
ル
エ
さ
ん
.

マ
森
園
郷
三
五
八
岩
永
郡
市
さ
ん

は
亡
母
ト
モ
さ
ん
、

マ
水
田
住
宅
二
区

一
回

O
幸

フ
ミ

エ
さ
ん
は
亡
夫
律
男
さ
ん
、
そ
れ

ぞ
れ
忌
明
に
生
前
の
報
思
と
し
て

市
善
意
銀
行
に
寄
託
さ
れ
ま
し
た

大
村
市
本
町
三
三

O
番
地
松
屋

商
居

(
居
主
松
本
長
康
氏
)
か
ら

九
月
十
六
日
に
児
童
福
祉
施
設
に

対
し
玩
具
七

O
点
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
市
立
保
育
所
(
四

ケ
所
)
に
そ
れ
ぞ
れ
配
分
し
ま
じ

た
.

十
八
、
親
和
両
銀
行
大
村
支
屈
は

国
体
に
役
立
て
与
下
さ
い
と
テ
ン

ト
一
張
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
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諸
車
交
通
制
限

一、

一
殻
県
道
嬉
野
大
村
線I •• 

一
一、

場

所

太

村
市
梶
ノ
尾

コ
一
、
期
間
自
九
月
二
十
五
日

至
十
月
十
五
日

毎
回
二
十
一
時
よ
り
翌
日
五
時
ま

で四
、
諸
車
夜
間
交
通
止

三
オ
児
検
診

三
才
児
検
診
を
つ
ぎ
の
と
お
り

行
い
ま
す
@
該
当
者
で
、
ま
だ
検

診
が
す
ん
で
い
な
い
人
は
、
も
れ

な
く
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
者
昭
和
四
十
年
八
月
一

日
か
ら
昭
和
四
十
一

年
六
月
三
十

日
ま
で
に
生
れ
た
人
ι

涼
実
施
日
時
十
月
二
十
八
日

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
十
一
時
ま

で※
場
所
大
村
保
健
所

池
田
堤
の
池
干
し
大
会

。
日
時
十
月
十
二
日
午
前
十
一

時
よ
り

O
料
金
ち
り
か
き
(
そ
の
他
小

物
漁
具
)
一

O
O円

中

た

ぶ

二

O
O円

大
た
ぶ

(
打
か
ぶ
せ
)

三
O
O円

尚
今
后
七

C
ミ
リ
以
上
の
雨
の

と
き
は
一
週
間
延
期
し
ま
す

車
の
ス
テ
ッ
カ
ー
配
布

に
つ
い
て

国
体
開
閉
会
式
及
び
模
援
国
体

一
次
・
二
次
)
の
観
覧
の
為
、

ヨ

家
用
車
で
行
か
れ
る
方
は
車
に
ス
四
、
大
村
市
内
の
各
駅
(
大
村

テ
ッ
ヵ
ー
を
貼
布
し
で
な
け
れ
ば
、

竹
松
、
松
原
、
岩
松
)
で
発
売

宰
阜
場
に
は
い
れ
ま
せ
ん
.
い
た
し
ま
す
。
(
但
し
岩
松
駅
は

距
離
の
関
係
で
割
引
は
あ
り
ま~せ

ス
テ
ッ
カ
[
ご
入
用
の
方
は
国

ん
)

体
事
務
局
へ
は
が
き
で
十
月
九
日

J
.

‘P

‘r
r
r
、6.
・.・・

f
E
R

ま
で
に
申
込
ん
で
下
い
さ
(
希
望

w

空
か
ん
で
灰
皿
作
り
…

者
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
に
な
り

a

f

f
・2
2
2
5
5
7
5
2
-ミ
af
-
-
A

大
村

ユ
l
ス
ク
ラ
ブ
は
、
国
体

ま
す
)

用
灰
皿
作
り
の
奉
仕
を
行
な
い
ま

無
料
法
律
相
談

ノニ。

l
L
4
h
 

日
時
昭
和
四
十
四
年
十
月
六
日

こ
れ
は
、
か
ん
づ
め
の
空
か
ん

午
前
十
時

1
午
後
三
時

の
ふ
た
を
取
り
除
き
、
国
体
テ

i

場
所

大
村
裁
判
所

マ
カ
ラ
I

赤
、
緑
、青
の
三
色
を
べ

国

体

記

念

往

復

ン
キ
で
き
れ
い
に
L
ぬ
り
あ
げ
た
も

乗

車

券

発

売

の

で

す

。

こ

の

奉

仕
に
よ

っ
て
で

国
鉄
で
は
、
国
体
を
記
念
し
て
き
た
灰
皿
は
、
国
体
期
間
中
各
会

、
諒
早
駅
ま
で
の
「
記
念
往
復
乗
場
に
配
布
さ
れ
る
予
定
で
、
「
観
客

車
券
」
を
発
売
い
た
し
ま
す
。
模

の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
お
役
に
た

擁
国
体

(
十
月
十
二
日
、

十
月
十
て
ば
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す

六
日
)
開
会
式
(
十
月
二
十
六
日
」
と
、
会
員
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

)
閉
会
式
(
十
月
三
十
一

日
)
及

び
競
技
観
戦
(
十
月
二
十
七
日
J

十
月
三
十
一
日
の
期
間
中
)
に
は

.
ぜ
ひ
、
こ
の
記
念
往
復
乗
車
券

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
・
あ
ん
な
い

一
、
乙

の
記
念
往
復
乗
車
券
は

往
復
券
と
記
念
券
が

一
緒
に
な

っ

た
美
し
い
デ
ザ
イ

ン
で
す
。

二
、
往
復
の
運
賃
は
、
五
分
引

に
な
り
ま
す
。

一
二
、
記
念
券
は
記
念
と
し
て
そ

の
ま
ま
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま

す。

、、.

， 尽

f 

巡
回
行
政
相
談

行
政
監
察
局
で
は
つ
ぎ
の
日
程

に
よ
り
行
政
相
談
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
園
、
県
、
市
、
そ
の
他
公

社
、
公
団
、
公
庫
な
ど
に
関
係
の

あ
る
こ
と
で
、
要
望
、
苦
情
、
お

た
ず
ね
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気

軽
に
ご
相
談
し
て
下
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
都
密
を
守
り
ま

す
.

V

日
時

十
月
十
二
日

午
前
中

V

場
所
竹
松
郷
三
七
二
ノ
二

山
口
秋
博
宅

十
月
十
四
日
雫
後

一
時
1

午
後
四
時

市
役
所
会
議
室

十
月
十
五
日
午
後

一
時

j

午
後
四
時

萱
瀬
出
張
所

v 可V

月日[所在地 |科目 |医院名 |電話

束本町内 科|近藤医院 2527 
乾馬場タト 科田崎医院 2345 

日 諏 訪 町小児科出口医院 2252 
ーの郷内 科毛利医院 8517 

東 本町町場郷ド由i|整内E 科
12 本 科岩崎医 3435 
目 乾馬 形外科牟田整 4501 

原口 科 田中(権〉医 8260 

西三町 [内 明|野医院
3735 

19袋 町産婦人科後藤医院 2227 
日 乾馬場内 科田 中医院 2724 

ーの 郷外 科渡辺医 院 8546 
東本町タト 科松尾外科医院 3331 

26 諏訪町内 科上田医院 3505 
日 乾馬場産婦人科福田医院 6124 

竹松郷内 科原 医院 842: 

1.0月の日曜当番医

T 

十
月
十
六
日

午
後
四
時

三
浦
出
張
所

午
後

一
時
l

竹
松
地
区
堺
町
担
当
の

民
生
児
童
委
員
の
異
動

新
民
生
児
童
委
員
吉
川
春
海

住

所

海

仁
会
住
宅
五
号

職
業
編
物
学
校
講
師

委
嘱
月
日

八

月

二
十
三
日

十
月
中
の

実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

圃

一

日

か
ら
三
日
ま
で

-
十
三
白
か
ら
十
八
日
ま
で

園
二
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
ま

で

-

二

十

七
日
か
ら
二
十
八
日
ま

で漂
流
物
拾
得

一
、
拾
得
物
件
、
木
造
漁
船

一
隻

長
六
米
二

O

巾
一

米
四
O

二
、
拾
得
月
日
及
び
場
所

九
月
二
十
日
午
前
十
時
五
十

分
頃
市
内
今
津
郷
沖
海
上

三、

連

絡

先

会

計
課
用
度
係

図
書
館
だ
よ
り

市
立
図
書
館
で
は
図
書
の
整
理

の
た
め
次
の
期
間
休
み
ま
す
。

期
間
自
十
月
十
日

至
十
月
二
十
E

~~' 


